
令和４年７月１９日
大村市立萱瀬中学校

学校だより
校訓：「自主」「創造」「健康」

文責 校長 帯 田 洋 義

＜１学期終業、夏休み始まる（達成可能な目標の設定を!）＞
今年は、梅雨の期間が短く、雨の日も少なかった気がしますが、ここにきて、不安定な天候が続いて

います。もうしばらくは急な天気の変化や大雨などにも注意が必要なようです。気象情報には十分に留
意し、安全で健康な生活を送りましょう。
本日の終業式では、①課題解決に向けた取組の実施、②健康管理、コロナ予防、③命と心を守ること、

④家庭・地域での生活、この４つについて話しました。まず、これらの実現のためには、何よりも「毎
日の規則正しい生活習慣」という基盤をつくり、着実に取組を進めていくことが、確かなゴールへの近
道です。後悔ではなく、成果と自信を残す過ごし方をご家族一緒に考えていただき、共に達成感を味わ
うことができる夏休みにしてほしいと願っています。ご家庭におかれましても、お子様へのご指導、ご
支援をお願いいたします。

＜長崎っ子の心を見つめる教育週間＞
本校では、６月２７日（月）～７月１日（金）の１週間を「長崎

っ子の心を見つめる教育週間」として、校長講話、『心と命の大切
さ』についての講話、授業公開、ＰＴＡを実施しました。『心と命
の大切さ』についての講話では、公益社団法人 長崎犯罪被害者支
援センター 嶋田 英生 様を講師として迎え、全生徒に向けてお話
をしていただきました。先生は、現在、同センターで犯罪被害者の
支援に当たられており、お話の前半は、取り扱われている事例から、
被害者や被害者家族の思い、被害者救済制度等の厳しい現状、表からは見えない深い心の傷に長い間苦
しむ人々のことについて話されました。後半は、「加害者がいなければ、被害者は発生しない」、「『そ
の一言で』（詩）を用いた相手の気持ちを考えた言動の大切さ」「夢をもつことによる心の成長への期
待」、「今を大切に生きることが未来につながること」など、多くの熱い思いを伝えてくださいました。
生徒からは、「自分は絶対に加害者にはならない」という強い決意が感想として述べられました。こ

の他にも、本校では、各行事ごとの「ふり返り」や「生活アンケート」等を通して、生徒の心の状態を
把握し、指導につなぐ取組を実施しています。

＜その他の行事＞
≪８月の行事予定≫

2日（火）家庭訪問，教育相談、三者面談

3日（水）家庭訪問，教育相談、三者面談

4日（水）家庭訪問，教育相談、三者面談

子ども議会，市生徒会リーダー研

５日（金）家庭訪問，教育相談、三者面談

9日（火）登校日，平和集会
10日（水）学校閉庁日～１８日（木）

24日（水）夏休み学習会（午前中）

6/17 田植え交流 7/7 ３年お茶の淹れ方教室 7/13-15 ２年職場体験 25日（木）夏休み学習会（午前中）

26日（金）始業式

29日（月）実力テスト，授業⑤まで

30日（火）実力テスト，授業⑤まで

31日（水）専門委員会

7/10 大村東彼地区

社会を明るくする運動

中・高生弁論大会

紹介者 鬼石亜弥奈さん

7/13-15 ２年職場体験 7/13-15 ２年職場体験 7/13-15 ２年職場体験 弁 士 福田 采彩さん

皆様、１学期間、ご協力ありがとうございました。 （優秀賞受賞）

※裏面に、萱瀬中学校区小中連携学力向上担当者会だよりを載せています。 一日保護司 竹本蒼一朗くん


